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2023 年 4 月 14 日 
三菱電機株式会社 

国立大学法人東京工業大学 
 

三菱電機と東京工業大学が 
「三菱電機エネルギー＆カーボンマネジメント協働研究拠点」を設置 
「人、経済、そして未来に優しいカーボンニュートラル社会の実現」に貢献 

 

 
 

写真 左から：三菱電機 代表執行役 専務執行役 加賀 邦彦と東京工業大学 学長 益 一哉 
 

三菱電機株式会社（以下、三菱電機）と国立大学法人東京工業大学（以下、東京工業大学）は、

本日、東京工業大学 大岡山キャンパスにて「三菱電機エネルギー＆カーボンマネジメント協働研

究拠点」設置に関する調印式を実施しました。 
地球規模での温暖化やエネルギー危機が拡大する中、政府が 2020 年に発表した「2050 年カー

ボンニュートラル」宣言、および 2021 年に発表した「2030 年度の温室効果ガスの排出量 46％削
減（2013 年度比）」を実現するために、「経済と環境の好循環の実現」に向けた GX（グリーント
ランスフォーメーション）施策の推進が急務となっています。 

三菱電機は、サステナビリティの実現を経営の根幹に据え、事業を通じて解決すべき社会課題
の一つとしてカーボンニュートラルの実現に取り組んでいます。特に、社会全体のカーボンニュー
トラルに向けては、「グリーン by エレクトロニクス」、「グリーン by デジタル」、「グリーン by 
サーキュラー」の三つのイノベーション領域での研究・開発を加速しています。 

東京工業大学は、エネルギーの安全供給を見据えた「Tokyo Tech GXI」や、エネルギー研究を
加速させることで環境性と経済性が両立する「アンビエントエネルギー社会」の実現を目指すな
ど、カーボンニュートラル社会の実現に向けた取り組みを推進しています。 
両者は、2004 年から実施している組織連携活動の実績に加えて、研究開発を通じて得られた知

見や製品開発力を互いに評価したことで、東京工業大学オープンイノベーション機構の支援のも
と、今回の協働研究拠点の設置に至りました。 
今回設置した協働研究拠点では、両者の強みを活かし、電力・熱・化学物質などのエネルギー・

物質視点での環境価値取引を含むエネルギー＆カーボンマネジメント、カーボンリサイクルなど

の GX 関連技術、および、未来価値洞察・技術トレンド分析による新技術の探索・創出活動に取

り組んでいきます。さらに、人文社会科学系大学を含む他機関との連携を進め、技術起点にとど

まらず多方面から未来社会を洞察し、バックキャストされた社会変化シナリオに沿った新しいビ

ジネスモデルやライフサイクルを検討していきます。この結果に基づき、エネルギー面での制約

を満たしつつ、経済的な負担を軽減して社会システムとして受容性と経済性が両立する仕組みを

考察し、「人、経済、そして未来に優しいカーボンニュートラル社会の実現」を目指した研究開発

に取り組んでいきます。 

 



2 

 協働研究拠点の概要  
名称 三菱電機エネルギー＆カーボンマネジメント協働研究拠点 

設置場所 東京都目黒区大岡山 2-12-1 
大岡山キャンパス 大岡山北 2 号館 222 号室 

設置期間 2023 年 4 月 1 日 ～ 2026 年 3 月 31 日（予定） 

研究題目 エネルギー＆カーボンマネジメント、カーボンリサイクルなどに関する研究 
開発、および未来洞察・技術トレンド分析による新技術の探索・創出活動 

研究体制 

拠 点 長：加藤 之貴（国立大学法人東京工業大学 科学技術創成研究院 教授・ 
ゼロカーボンエネルギー研究所長） 

副拠点長：田中 博文（三菱電機株式会社 開発本部 技師長） 
大友 順一郎（国立大学法人東京工業大学 環境・社会理工学院 教授） 

（このほか、三菱電機と東京工業大学双方からの研究員約 20 名規模で開始予定） 
 

 役割分担  

組織名称 担当内容 

三菱電機 

1. エネルギーデバイス、カーボンリサイクル技術の応用研究 
2. 電力・熱・化学物質間の変換価値の可視化技術などの評価 
3. 未来洞察・学術俯瞰分析活動における自社ビジョン、保有技術などとの親和性

の検討 
4. 協働研究拠点での新テーマ検討ならびに事業化検討 

東京工業大学 

1. エネルギーデバイス、カーボンリサイクル技術の研究 
2. 電力・熱・化学物質間の変換価値の可視化技術、取引技術、取引履歴の分散

管理技術の研究 
3. 協働研究拠点における研究進捗管理、未来洞察・学術俯瞰分析システムによる

最新技術動向調査 
4. 協働研究拠点での新テーマ検討協議、関連有識者の招聘協議の実施 

 

 今後の予定・将来展望  
 カーボンニュートラル社会の実現に向けた研究テーマを設定し、他機関との連携を進めて活動

領域を拡充していきます。本協働研究拠点で得られた研究成果やビジネスモデルをもとに、エネ

ルギー、カーボンリサイクルなどさまざまな分野での社会実装を目指した活動を推進し、カーボ

ンニュートラル社会の実現に貢献します。 
 

 お問い合わせ先  
＜報道関係からのお問い合わせ先＞ 

三菱電機株式会社 広報部 
〒100-8310 東京都千代田区丸の内二丁目 7 番 3 号 
TEL 03-3218-2332 FAX 03-3218-2431 
 
国立大学法人東京工業大学 総務部 広報課 
〒152-8550 東京都目黒区大岡山 2-12-1 E3-13 
E-mail：media@jim.titech.ac.jp 
TEL 03-5734-2975 FAX 03-5734-3661 

 
＜お客様からのお問い合わせ先＞ 
三菱電機株式会社 先端技術総合研究所 
〒661-8661 兵庫県尼崎市塚口本町八丁目 1 番 1 号 
FAX 06-6497-7289 
http://www.MitsubishiElectric.co.jp/corporate/randd/inquiry/index_at.html 

 
 国立大学法人東京工業大学 オープンイノベーション機構 
〒226-8503 神奈川県横浜市緑区長津田町 4259 G2-10 
TEL 045-924-5180（代表） 


